
 

審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 令和 7 年度第 3 回松阪市営若者定住住宅等あり方検討委員会 

２．開 催 日 時 令和 8 年１月２９日（木） 午前 10 時 30 分から 

３．開 催 場 所 
松阪市役所 2 階 第 3・第 4 委員会室 

（松阪市殿町１３４０番地 1） 

４．出 席 者 氏 名 

（委 員）◎ 赤井伸郎、○中野孝是、田中羚兒、木下 幸一 

谷  隆二、後藤 禮雄、高杉  亮、野呂幸伸 

（◎委員長 ○副委員長） 

（事務局）松本尚久建設部長、久保忠秀住宅課長、坂下浩徳住

宅課管理担当主幹 

５．公開及び非公開 公 開 

６．傍 聴 者 数 なし 

７．担 当 

松阪市建設部住宅課 

担当者 坂下、小城 

TEL 0598-53-4160 

FAX 0598-26-8184 

e-mail jyu.div@city.matsusaka.mie.jp  

 

協議事項 

（１）第２回検討委員会の振り返り 

（２）若者定住住宅等あり方に関する意見書について 

（３）その他 

・空家バンクの登録状況 

 

 

議事録   別紙 

 

 

mailto:jyu.div@city.matsusaka.mie.jp


令和７年度第３回松阪市営若者定住住宅等あり方検討委員会議事録 

 

１．日 時  令和８年１月２９日（木） 午前 10 時 30 分～午前１１時 30 分 

２．場 所  松阪市殿町１３４０番地 1 松阪市役所 2 階 第 3・第 4 委員会室 

３．出席者  委員：（委員長）赤井伸郎、（副委員長）中野孝是、 

田中羚兒、木下 幸一、谷  隆二、後藤 禮雄、高杉  亮、野呂幸伸 

 

       事務局：松本尚久建設部長、久保忠秀住宅課長、坂下浩徳住宅課管理担当主幹 

 

４．内容 

   事務局より配布資料 1～2 と追加資料に基づき説明し、その後質疑を行った。 

主な内容は以下のとおり。 

 

「事務局より 

・【資料 1】第２回若者定住住宅等あり方検討委員会の振り返り の説明」 

 

 

【委員長】 

ありがとうございました。 

まず、前回の振り返りということでしたが、事務局の説明に関して補足や確認事項

等ございましたら、いただけますでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

それでは、議事の２番目、「若者定住住宅等あり方に関する意見書について」事務

局から説明をお願いいたします。 

 

 

「事務局より 

・【資料 2-1・資料 2-2】若者定住住宅等あり方に関する意見書について の説明」 

 

 

【委員長】 

ありがとうございました。 

皆様からの意見を反映して、最終案として取りまとめたものでございます。 

ご確認いただいて、何かご意見ございましたらお願いいたします。 



これまでいろいろな意見を述べてきたところを綺麗にまとめていただいているか

と思います。 

別紙に関しての考え方も、今後つめていかないといけない部分もあるかと思いま

すけれども、考え方として、方向性としてこのような形が一番いいのではないかと

いう形になっています。 

もちろん考え方ですから、今後つめていく上で、どのようにまとめていくのかとい

うところがあるかと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

ありがとうございました。 

それでは、これをもちまして、この「意見書の案」を「意見書」とさせていただいて、

後ほど、市長に提出することにさせていただければと思います。 

 

本日予定しました議事は以上になります。 

 

 

その他 

・空き家バンクの登録状況について 

 

前回のあり方検討委員会で、質問があったことから、委員より、現在の空家バン

クの登録状況や取り組み、DX 化の推進による成果などの説明をしていただき、各

委員間で意見交換が行われました。 

 

 

【委員長】 

いろいろな意見をいただきましてありがとうございます。 

今回、意見書はこういう形でまとめさせていただくとともに、空き家バンクについ

ては香肌地域づくり協同組合を中心にいろいろと取り組みをすすめていただいて、

若者定住住宅等については、財政面での限界もあると思いますので効率的に効果

的に有効利用していただいて、地域が少しでも活性化すればよいと思います。 

それでは、事務局にお返しいたします。 

 

「建設部長あいさつ」 

 

終了後、応接室にて意見書を提出 


